
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立宇目緑豊小学校

宇目緑豊小学校では、「学びを生かし 友と協働し たくましく伸びる宇目っ子の育成」を目指し、授業改善・生活指導・体力向上等に係る取組の共通理解・徹底を図りなが
ら、月１回のチーム会議で検証・改善・実施して質の向上に努めている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆毎月のチーム会議で取組の進捗状況の確認・検証を行い、改善方策の
立案につなげるとともに、全教職員による情報共有等の場を設定し、取組
を進める中で生じた課題等の解決につなげている。

◆支援を要する児童について、特別支援教育コーディネーター・教育相談
コーディネーター・養護教諭・SC・SSW・こども福祉課と連携する体制を構
築するとともに、必要な情報を迅速に共有し取組を進めている。

工夫・ポイント

◆毎週金曜日をノー残業デーとして設定したり、校時表を見直して児童の
下校時刻を早め、その後の計画年休取得を管理職が呼びかけたりしてす
るとともに、ICTを活用して教材やデータの共有を進めている。

働き方改革の工夫

環境の工夫

６学級５５名

授業づくりの工夫

ひき算場面がイメージできる工夫を行い、ブロックを使いながら
ひき算場面を言葉で表現する

個の実態に応じて
リズム打ちを一人ひとりに行う

PTA研修部による読書環境心を耕す読書環境

身近なものとして捉えることができるように
実際のデータを提示

第１０回道徳
意図的計画的な指導

課題の解決に向けて
協働して情報を取り出す

どの教室でも
学校の教育目標を
掲示して意識付け

学びの成果物を
展示して共有


